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 京王グループの御岳登山鉄道株式会社（本社：東京都青梅市、社長：鑓田政信）では、御岳山商店組合(組

合長：佐野佳宏)が主催する「レンゲショウマまつり」（7 月 16 日(土)～9 月 11 日(日)）のフィナーレを飾るイベント

「薪神楽」にあわせて、下記の通りケーブルカーを臨時運行いたします。 

 幻想的なかがり火の光の中で、日本人が神と共に楽しんだ神楽をぜひこの機会に鑑賞されてみてはいかがで

しょうか。 

 

記 

 

【薪神楽の日程】 ２０２２年９月１０日(土)、 ２０時開演、２１時終演予定 

【開 催 場 所】 武蔵御嶽神社鳥居前広場屋外特設ステージ 

  ※雨天時は武蔵御嶽神社神楽殿での開催となります 

【ケーブルカー】 行き帰りの２本臨時便を運転 

  行き：滝本駅 １９時００分発    帰り：御岳山駅 終演にあわせて２１時３０分頃発 

【交 通】 

●電車・バスのお客様 

臨時ケーブルカーに接続する JR 御嶽駅行のバスはございませんのでご注意ください。御岳山山頂には宿

坊が２１軒ございます。宿泊に関するお問合せは「御岳山観光協会」のホームページをご覧ください。 

●お車でお越しのお客様 

滝本駅駐車場は通常１９時閉門ですが、臨時ケーブルカー運転にあわせて臨時営業（２１時４５分頃閉門）

します。宿坊にご宿泊で、滝本駅駐車場をご利用の場合、1,000 円の割引きがございます。駐車券を宿坊に

お持ちになり証明印を貰い、出庫前に滝本駅のスタッフに駐車券をご提示いただきますと割引認証をします。 

【お 問 合 せ】 御岳登山鉄道㈱  ℡0428-78-8121（9：00～17：00） 

【そ の 他】 

感染症拡大の状況次第ではイベントの中止、または予告なく臨時ケーブルカーの運転を見合せる場合が 

ございます。イベント中止の際、御岳山商店組合ホームページでお知らせします。 
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参考 

 

●薪神楽について 

 武州御嶽山頂に鎮まる武蔵御嶽神社に伝わる太々神楽。神社の御師（神主）により伝承され、昭和３２年４

月に東京都無形民俗文化財に指定されました。最も格式の高い参拝方法として神前に奏上され、神様にご

覧いただくことでご神慮をお慰めし、併せて参拝者にも拝観いただくものです。本来は神様に奉納される舞が、

夜神楽（薪神楽）として特別にご覧いただけます。月明かりに映える神社(かがり火に照らされた舞台)で、神様

と共に舞を楽しみ、神人和楽をその肌で感じてみてください。 

 

【今 回 の演 目】※演目が変更する場合もございます 

●浦安の舞（うらやすのまい） 

 昭和天皇の御製『天地（あめつち）の神にぞいのる朝なぎの 海のごとくに波たたぬ世を』に当時宮内庁式部

職楽長の多忠朝（おおのただとも）氏作曲と振付による巫女舞です｡皇紀 2600 年奉祝祭の昭和 15 年 11 月

10 日に全国で一斉に舞われ、今日でも各地で盛んに演じられています。 

●奉幣（ほうへい） 

素面の神楽に分類されますが、現在は翁の面を付けて舞います。舞台の中央と四方に幣（みてぐら）を捧

げる神楽で、能の三番叟のように最初に必ず演じて舞台を祓い清めます。 

  ●大散供（だいさご）                     

 素面神楽として伝承されている神楽の一座で、中央と四方に米を撒き、米を以って災厄を祓い、五穀豊穣を

祈る神楽です。 

  ●剪（きり）                                         

   素面神楽として伝承されている神楽で、太刀を持って舞います。この太刀は銘のある真剣で、採物（とりも

の）といって神が宿る神聖なものとして扱います。ですから争うための武器ではなく、神秘な力を宿して正義を

守り、邪悪怪異を除け幸福を招来するとされる神聖な剣で、邪心を切り祓う舞いです。 

 ●三神和合（さんじんわごう）                      

 天つ神の天照大神は国つ神の大国主命に日本の支配権移譲を迫ります。大国主命は子である建御名方

神（たけみなかたのかみ）(諏訪大社)に託し、天つ神の遣わした武御雷神たけみかづちのかみ(鹿島神宮)と

ふつぬしのかみ経津主神(香取神宮)に挑みますが敗れて国譲りが成立します。 

 この神楽では始めに登場する建御名方神に武御雷神が挑み、経津主神がすけだちして国譲りが成立しま

す。そして三神が和解して扇の舞となります。 

●山の神                             

醜女（しこめ） の面をつけ杓子と鈴を持って、神楽の最後に演じる舞です。神の名は磐長姫（いわながひ

め）といい、天孫邇々杵命（ににぎのみこと）の妃となった木花咲耶姫（このはなさくやひめ）の姉神にあたりま

す。磐長姫は妹神とは違い不美人でしたが、大変な働き者の長寿をもたらす神でした。神楽は大嘗会（だいじ

ょうえ）で神々に御食を奉る舞といわれ、最後に神様に供えたお餅を皆様に投げ頒ちます。無病息災のご利

益ある餅ですのでご家族皆様でお召し上がり下さい。 

 

 

 

3 ページ目に続きます 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

   

 

 

 

 

 

今回演じられる剪（キリ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               臨時運行する御岳山ケーブルカー 

 

              

 

 

このニュースについてのお問い合わせは、御岳登山鉄道株式会社 

【☎ 0428 - 78 – 8123 山本】までお願い致します。 

このニュースは下記のところに配布しています。 

●市政記者クラブ（立川） ●新聞社支局（立川・八王子・青梅・福生） 


